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セミナー参加のお礼 
 

セミナー出席者各位  

 

先日（2/16）は平成21年度前期セミナーにご出席下さいまして有難うございました。 

 

第1部は、「税制改正の骨子」、第2部は「これからの日本経済と北海道経済の見通

しについて」でした。 

 

第1部 は、今回はポイント中心の説明でしたが、日本政府が「景気回復全治3年」

と標榜し、大減税をし、日本の景気回復を目指している内容でした。 

 

ポイントを要約すると、Ⅰ．企業関連では(P.1) 

①21年2月決算から法人税の欠損金の繰戻還付制度を復活する 

(中小法人のみ)(P.3) 

②21年3月決算から法人税の税率を一部が安くする(中小法人のみ)(P.1) 

 

Ⅱ．住宅関連では(P.9) 

①2000年住宅という新しい形の住宅の減税制度を作る 

②省エネ、バリアフリー、耐震対策の工事をすると、新たに自己資金型の減税制

度が使える(P.9にまとめの表があります) 

 

Ⅲ．土地関連では(P.23) 

①21年・22年中に買った土地は 

㋑この土地を5年後に売った時、売却益を1000万円迄ナシにする（特別控除） 

㋺10年以内に別の土地を売却し、売却益がある場合、その売却益を減額する 

（買換特例） 

 

Ⅳ．相続・贈与の事業承継関連では(P.29) 

①自社の株式を事業承継のための相続・贈与があった場合、相続税・贈与税の一

部を納税猶予する制度ができる。（要件は複雑です） 

 

Ⅴ．金融・証券関連では(P.45) 

①上場株式の配当・譲渡益は、昨年のややこしい経過措置は全てやめて従来通り

10％課税とする。 

②配当と譲渡損の損益通算は、21年1月より可能とする。 
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第2部 は、馬渕治好様の内容を私なりに列挙してみました。 

 

①アメリカ発のサブプライムローンに端を発した世界的な景気悪化が続いている。 

②サブプライムの延滞率は20％程度と予想され、100％延滞している訳ではない。 

③従って、金融と心理の悪化が実体経済に悪い影響を与えている。 

④世界各国で対策が急速に打ち出されているので、景気対策上は、心理面で好影

響をもたらすであろう。 

 

⑤日本経済は、2007 年 10 月が景気の山と発表されたので、景気後退の期間は、

2009年2月で16ヶ月になる。 

⑥これは戦後の景気後退期間の平均値の16ヶ月と一致するので、楽観的見方をす

れば今年の後半が景気の底入れ期になるのではないか。 

 

（以下省略） 

 

以上が本セミナーの内容であります。 

 

 

私から 

 

１．会社経営に役に立つ情報について 

ちまたに流布される情報は真実なモノとは限りません。 

又、儲かる情報は簡単には手に入りません。 

社長や幹部の方が勉強して勉強して、摑むしかないと思っています。 

今回のお話しは、そのキッカケになると考えています。 

 

２．社長の重要な仕事について 

①企業経営はいつの時代も「攻め」と「守り」だと思います。 

「攻め」の基本は→「増客」であります。 

「守り」とは→ジッと我慢することではなく、不要不急のモノを見直し、 

会社を強制的に利益体質に改造することと考えています。 

 

②企業経営は、俗っぽく言えば「金の分捕り合戦」であります。 

戦いとは、敗者は市場から消え、勝者のみ市場に残ることを意味します。 

 

③戦いは「積極心」がなければ負けしかないと考えます。 

どんなに大変でも、「目指すモノを見定め」生き残りをかけて、「この厳しい 

数年間をしのぎ切って頂きたい」と心よりお願いする次第です。 

その為には、計画を立て→実行し→検討する を繰り返すことと考えます。 

（中期利益計画） 

 

④どんなに厳しい時代でも、企業は存続し続けなければなりません。 

どんな時代でも売れるモノ（買っていただくモノ）は必ずあります。 

中小企業の場合、売れるモノを見つけるのは社長の重要な仕事の1つです。 

（新しい収益源を摑む） 
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⑤繰り返しますが、中小企業の場合、新しい収益源を見つけるのは、誰の仕事でも 

ない、社長の仕事です。 

 

⑥それと、会社の戦闘力を見直し、収益体質に変えることができるのは、社長しか

いません。（戦闘力の見直し） 

これも、社長の重要な仕事です。 

 

⑦ということは、社長は現場を一番良く知っていなければならないのです。 

（現場主義） 

 

⑧毎日の戦いの最中に大将（社長）が不在続きでは士気があがるとは到底思え 

ないからであります。 

 

⑨今一度、昨年11月7日の事務所セミナー資料の「私の生き残り策」を参考に 

して頂きたく思います。 

 

今、大変厳しい時期です。 

私にできることがありましたら、微力ではありますが全力でご支援致しますので、

何なりとご相談下さい。 

 

「おかげ様で、お互い良くなりましたネ」と言える明日を目指したく、セミナー参

加のお礼と、現在の私の考えを述べさせて頂きました。 

 

 

平成21年2月26日 

税理士  森 富幸 

 
この資料は、必ず社長にも見て貰って下さい。 

セミナーテキストは、実はかなりの時間をかけて作成しています。是非ご活用をお願い致します。 


